
2022年5月19日
中野区主任ケアマネ連絡会・研修：鷺宮チーム

講師／・阿部祝子・大貫恵美・金澤暁子・加藤信子・齋藤澄恵・清水みゆき・鈴木茂子・千正英五・冨澤博幸
・中山大輔・田中文子・高野光江・高橋昌代・高橋千津子・中舘由紀子・花﨑元子・丸本たき子

特別講師／芳賀浩昭：富士見台さくら歯科院長、
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韓国 ソウル

【1】日本の平均寿命と健康寿命

【2】“フレイル”とは

【3】“フレイル”の基準

【4】“フレイル”の種類

【5】“フレイル”状態に至ると、どうなるか

【6】“フレイル”の予防

【7】講演：歯科医師から見た“フレイル予防”
[富士見台さくら歯科院長、芳賀浩昭]

【8】フレイル予防体操
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厚生労働省「健康寿命の令和元年値について」
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【フレイルとは】
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鹿児島県後期高齢者医療広域連合
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【フレイル評価基準】

※国立長寿医療研究センターで行われたフレイルの進行に関わる要因に関する研究によるフレイル評価基準

1、

2、

3、

4、

5、
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ヘルスケアラボ

【フレイルの種類】



クラシエ製薬「漢方優美」 7

【フレイル状態に至ると、どうなるか 】
罹患しやすい疾病［1］／「COPD（慢性閉塞性肺炎）」



クラシエ製薬「漢方優美」 8

【フレイル状態に至ると、どうなるか 】
罹患しやすい疾病［2］／「糖尿病」



クラシエ製薬「漢方優美」
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【フレイル状態に至ると、どうなるか 】
罹患しやすい疾病［3］／「認知症」



クラシエ製薬「漢方優美」 10

【フレイル状態に至ると、どうなるか 】
罹患しやすい疾病［4］／「癌」
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神戸市：保健福祉局高齢福祉部介護保険課

【フレイルの予防】



講師「さくら歯科」院長／芳賀浩昭 (はがひろあき) 院長
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【さくら歯科：構成】

〇外来部門／歯科医師 １名
歯科衛生士５名（うち1名 産休中）
歯科助手３名
事務・クリーンスタッフ２名

〇訪問診療部門／歯科医師 １名
コーディネーター１名
医療事務１名

【経歴】

1976年3月 宮城県仙台市生まれ（46歳）

1994年3月 宮城県仙台第二高等学校卒業
2001年3月 東京医科歯科大学歯学部卒業

2005年3月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科修了

2005年4月 ～「東京医科歯科大学歯学部附属病院」
「国立成育医療研究センター」

「医療法人社団明翔会いしかわ歯科医院」勤務

2019年10月 富士見台さくら歯科開業
2021年 ～訪問診療

家族／妻・長女(小6)・次女(小4)

趣味／ガーデニング
パワースポット巡り
肉を焼くこと



【歯科医師から見た“フレイル予防”】

・オーラルフレイルとは

・健康寿命の延伸と介護予防・フレイル予防

・危険な老化のサインのチェック

・訪問歯科の現場から健康長寿のために必要な取り組み

・オーラルフレイル予防のための若返り体操



【オーラルフレイルとは】

・噛んだり、

・飲み込んだり、

・話したりするための

口腔機能が衰えることを指し、

早期の重要な老化のサインとされています。

噛む力や舌の動きの悪化が食生活に支障を及ぼしたり、

滑舌が悪くなることで人や社会との関わりの減少を招いたり
することから、

全体的なフレイル進行の前兆となり、

深い関係性が指摘されています。



【オーラルフレイルとは？】

口腔 虚脱
オーラル（oral） ＋ フレイル（frailty）

『口腔機能のフレイル』

口腔周囲の筋肉（舌を含む）の衰えで起こる



【口腔機能とは】



咀嚼を餅つきに例えると・・・



【いま、なぜオーラルフレイルなのか？】



【オーラルフレイルセルフチェック表】

日本歯科医師会 リーフレット「オーラルフレイル」



あてはまるものはありますか？



【口腔機能を維持することの大切さ】

☆栄養状態の維持 ☆誤嚥性肺炎・窒息予防



【訪問歯科の現場から】
～健康長寿のために必要な取り組み～



【フレイルドミノ】



【オーラルフレイル予防のための ５つの体操】



【付録】
介護現場で役に立つオーラルフレイル資料

日本歯科医師会 「通いの場で活かすオーラルフレイル対応マニュアル」
https://www.jda.or.jp/oral_flail/2020/



【たけはら介護予防のための お口の体操】

・口の体操
・頬の体操
・舌の体操
・唾液腺マッサージ
・発声練習（パタカラ）
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1、痛みの少ない治療／患者さんになるべく痛みを感じさせないようにすることです。

技術的なことはもちろん、コミュニケーションにも気を配り、患者様に

少しでもリラックスして頂けるようスタッフ全員が意識しています。

2、歯を残す／極力、歯を残す治療をすることで、予防診療にも力を入れています。

3、感染防止対策／院内の感染防止対策を徹底することです。患者さんのお口に入れる

器具は全て世界水準のクラスＢ滅菌機で滅菌し、滅菌できないものはディス

ポーザブル(使い捨て)のものを用いて常に清潔な診療体制を徹底しています。

「富士見台さくら歯科」ビジョン・ミッション
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日々、研鑽を重ね

「ケアマネジメント」を

極めましょう！

ご清聴ありがとうございました

【引用・参考文献】
※厚生労働省「健康寿命の令和元年値について」
※鹿児島県後期高齢者医療広域連合
※国立長寿医療研究センター
※ヘルスケアラボ
※クラシエ製薬「漢方優美」

※神戸市：保健福祉局高齢福祉部介護保険課
※「さくら歯科」ホームページ
※つくば市保健部健康増進課


